
※ 団体の設立目的を再確認し、存在意義・独立性の観点から見直しを行うためのシートです。今後の関与の方向性を整理するために記入してください。 令和7年7月1日 現在

１．外郭団体に対する現状分析
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施設 千円

件 千円

■ 達成している □ 貢献度は低い ■ 整理できている □ 民間でも実施可能である

□ 達成しているが、将来課題を抱えている □ 受益者が一部に限られる □ 重複する事業がある ■ 民間では代替できない

□ 未達成 ■ 貢献度は高い □ 市の施策に必要な事業を実施している □ 課題を整理すれば代替可能

□ □ □ □

■ 自立性が高い ■ 取り組んでいる ■ 妥当である □ 着実に対応を進めている

□ 自立性が低い □ 一層の取組みが必要 □ 改善が必要である ■ 対応を進めているが遅れている

□ □ □ □ 対応が困難

所管課分析シート

所管課名 南
部
区

産業振興 課
担当者名

（連絡先）
小布施（6501） 所管する団体名 公益社団法人　新潟市南区農業振興公社

団体に求める
姿、取り組み

南区地域農業の経営構造の改善、経営体及び担い手の確保育成、農産物のブランド化、環境保全型農業の実践等を推進し、もって南区地域の活性化及び地域農業の持続的発展に寄与する。

市の関与

直接的関与 間接的関与 増減の理由

出資、出捐 6,000 事業費補助金

団体独自の経営努力について（コスト面・サー
ビス向上など）

随意契約の状況（競争性・透明性のない随意契
約がないか）

随意契約 1 423

その他

指定管理業務（非公募） その他市からの収入に繋がるもの

派遣、兼務職員 2 指定管理業務（公募）

運営費補助金 1,870 随意契約でない委託契約

その他
（次年度へ向けた

課題など）

課題への取組状況

団体の必要性 県内でも有数の果樹産地である南区特有の課題に対応するため、担い手確保に関する対策など、市ではできない部分を補完しており団体の必要性は高い。

他団体との
統合の可能性

なし

今後の
関与の方向性

□ 関与の拡大　　　　■現行通り　　　　□ 関与の縮小　　　　□ 関与の廃止

【左記とした理由】

当公社実施事業において、他団体等へ引き継げない事業が継続していることから、現行通り公社を存
続する必要がある。

現状分析
（評価に関する観

点の整理）

存
在
意
義

団体の設立目的について（設立目的は達成され
ていないか）

市及び市民への貢献度について（設置目的に対
する役割を果たしているか）

市直営事業との整理はできているか（事業の重
複はないか））

事業活動の代替性について（民間事業者が類似
事業を行えるか）

独
立
性

団体の自立的経営について（ヒト・コスト面で
自立しているか）



２．外郭団体に対する改善指示事項への所管課としての関わり

※外郭団体評価調書の「６.経営改善状況（個別の取り組み）」に記載された「改善指示事項」が対象となります。

No. 団体が抱える課題
※ 改善に向けた所管課の具体的な取り組み 関わったことによる成果 （未解決の場合）今後の方針

1

産地活性化総合対策事業と資源循環事業は、他団
体での成功事例もあるため、市の助成なしに行え
る独自事業とするべく、利用者負担で賄える仕組
みをつくることと、利用者へメリットの理解浸透
を並行して進めるべきである。

資源循環事業は令和３年度から公社の自主事業と
して実施。将来的には自走できる仕組みにする必
要はあるが、米価の下落などの影響から難しい状
況にある。

環境保全型農業の取組み面積を維持する事が出来
た。

散布機械が耐用年数を超えているため、使用不能
となることも想定した、自走可能な仕組みづくり
が必要。

2

会員増が難しい情勢ではあるが、団体の存在意義
や他団体との差別化を示し、会員である事のメ
リットを感じてもらう取組みを検討するべきであ
る。

令和４年より会員と非会員で補助率に差を設けた
果樹の防風ネット更新事業を開始し、令和６年に
は高温対策資材の購入をメニューに追加し事業を
拡大した。

会員数は僅かながら増加傾向にある。

公社利用農家に対して入会のお願いを継続してい
くとともに、会員と非会員で差を設けた事業を展
開するなど、会員となることのメリットを訴求し
ていく。

3
会員増に向けて公社が付与すべき会員メリットを
明確にする必要がある。

令和４年より会員と非会員で補助率に差を設けた
果樹の防風ネット更新事業を開始し、令和６年に
は高温対策資材の購入をメニューに追加し事業を
拡大した。

会員数は僅かながら増加傾向にある。

公社利用農家に対して入会のお願いを継続してい
くとともに、会員と非会員で差を設けた事業を展
開するなど、会員となることのメリットを訴求し
ていく。

4
団体の将来像を明確にし、実施する事業について
は、実態に即した現実的な持続可能な目標数値を
設定し、取り組む必要がある。

地域の農業を守るための事業として、農地利用集
積円滑化事業から農地中間管理事業へ切り替えの
窓口となり推進する。

農地中間管理事業への切り替えが進んだ。
高齢化による離農農家の増加しているが、農地中
間管理事業を活用し、農地集積による廃作地化の
防止に努める。

5

他団体の成功事例の分析や、利用者へのメリット
の理解浸透を図る具体策の検討することで、会員
数の維持・増加に向け、会員と非会員の差別化に
取り組む必要がある。

令和４年より会員と非会員で補助率に差を設けた
果樹の防風ネット更新事業を開始し、令和６年に
は高温対策資材の購入をメニューに追加し事業を
拡大した。

会員数は僅かながら増加傾向にある。

公社利用農家に対して入会のお願いを継続してい
くとともに、会員と非会員で差を設けた事業を展
開するなど、会員となることのメリットを訴求し
ていく。

6
他の区における同様の事業の対応事例などを参考
に、団体のあり方や今後の存続の要否について検
討すべき。

公社で実施している各事業の取り組み方について
整理を行った。

一部事業において契約の関係から事業継承ができ
ず、契約終了まで公社を存続する必要があること
が分かった。

他の区で実施している農業関連の団体と一体と
なった農業振興の取り組みを参考に、公社が携
わっている事業の継続の要否とともに公社のあり
方を検討していく。


